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編輯の後　に
　八月の暑い盛りは・山に登る者も，海に遊ぶ者も，はた家に残る者も，
皆一齊に星に親しむべき時である・七夕のロ1マンスを想ひ出すもよし，
天の河のモダン智識を振りまはすのもよし，流星の親測や，愛光塑の観測
を樂しむのもよい・殊に今年の夏は土星の美景を見落してはならない・土
星の世界は囁氏。下正50度の極塞であるといはれてみるから，考へただけで
も地上世界の汗は退却して了う・
　夏の星座は宵天にのみ見てはならぬ・是非朝早く起きて，二度や三度
は，夜あけ前の東天に現はれる星座を見るべし・そこには「駅者」「オリ
オン」「牛」「双子」「大犬」「小犬」などの，冬の星々が，最も美しい
装ひをこらしτ現はれてるる・之れ右亦，星を知る同志にとっては，氷の
山の百千を積んだよりも涼氣を畳えるものである・
即欠 ロマ壮心王ブチカン天文墓の話（1），　シヴスマン彗星後日物語U（4），
旧人に由って創作された祭事1暦（10），アィンスタィン博士わ近況（16），
八月の天象（19），　編輯室よIJ（24），
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